
お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 
拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

さて、２０１７年５月１日を以ってルネサス セミコンダクタ パッケージ＆テスト ソリューションズ株式会社

の半導体製造装置をはじめとする各種産業用制御ボードの受託開発・製造および画像認識システム開発・製造・

販売事業を日立マクセル株式会社へ譲渡したことにより、当該事業は日立マクセル株式会社の子会社として新設

されるマクセルシステムテック株式会社に承継されております。 

従いまして、ドキュメント等資料中には、旧社名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効です 

ので、ご理解の程宜しくお願い申し上げます。 
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ご使用の前に必ずお読みください 

 

重要事項 
 

このたびは、インテリジェント高速画像認識ボード：ＶＰ－Ａｘ１１０をお買い上げ頂きまして、誠にありがと

うございます。お買い上げ頂きました製品には、以下のもの（オプション品はご購入頂いた場合のみ）が梱

包されています。すべて揃っているかどうかをご確認のうえ、万一、不足しているものや破損しているものが

あった場合には、お手数ですが当社営業窓口（電子機器営業部）までご連絡ください。 

 

【標準品】 

ＶＰ－Ａｘ１１０ ： １枚 

【オプション品】 

Ｉ／Ｏパネル  ： １枚 

 

■補償規定■ 
◆本製品（ハードウェア、ソフトウェア）のシステム組み込み、使用、ならびに本製品から得られる結果に関

する一切のリスクについては、本製品の使用者に帰属するものとします。 

◆当社製品に含まれる不具合、本製品の供給（納期遅延）、性能、およびその他、当社の全面的責による

付帯的、間接的損害に対して、当社はその製品の販売価格を超える責任を負わないものとしますので

ご了承ください。 

これにより、以下のような項目は免責とさせていただきます。 

  １．本製品を使用したシステム等で発生した生産トラブルに対する補償。 

  ２．本製品を使用したシステム等で発生した事故、および２次災害に対する補償。 

 

■保証規定■ 
◆保証期間は製品納入から 1 年間です。 

 正常な使用状態で、保証期間内に万一故障した場合には無償で修理いたします。 

 保証期間経過後の修理など、詳しくは当社営業窓口にお問い合わせください。 

◆保証期間内であっても、次のような場合には有償となります。 

１．火災、地震、水害等の天災地変。また公害や異常電圧による故障および損傷。 

２．納入後の輸送、移動時の落下、衝撃等お取り扱いが不適当なため生じた故障および損傷。 

３．本書に記載の使用方法、および注意に反するお取り扱いによって生じた故障および損傷。 

４．当社以外で改造、調整、および指定部品以外を交換されたとき。 

５．消耗品類の交換。 



◆修理をお受けになる場合、必ず当社営業窓口にご連絡ください。また修理をお受けになる製品は、当社

営業窓口より指定させていただきます担当部署にご返却ください。 

◆本保証規定は、本製品が日本国内で使用される場合に限り有効です。 

◆当社は本製品に関し、日本国外への保守サービスおよび技術サポート等は行いません。 

◆本製品の保守期間は、販売終了後５年間とさせていただきます。 

 

■安全にお使いいただくために■ 

◆本製品は、人命を守ることを目的としたシステム等に使用しないでください。 

また本製品の誤動作、不具合が起きた場合に、人命にかかわる事故が発生する可能性のあるシステム

に使用しないでください。 

◆本製品ご使用前に、必ずＣＰＵボード、周辺機器の操作方法、安全の情報、および注意事項等をご確

認ください。 

◆本製品をご使用の際には、必ず本書の指示に従い正しくご使用ください。 

上記を遵守頂けずに発生した事故、損害等につきましては、当社は一切の責任を負いかねます。 

 

■お願い■ 
◆本書に記載された情報、製品または回路の使用に起因する損害、また特許権その他の権利の侵害に

関しては、当社は一切の責任を負いません。 

◆本書によって、第三者または当社の特許権、その他権利の実施権を許諾するものではありません。 

◆本書の一部または全てを当社に無断で使用、複製することは固くお断り致します。 

◆本書に記載された内容は予告なしに変更、修正する場合があります。 

◆本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一不明確な点や誤り、記載もれなどお気付きの

点がございましたら、お手数ですが当社営業窓口までご連絡ください。 

 

■輸出する際の注意事項■ 
◆本製品(ハードウェア、ソフトウェアおよび関連文書)は、外国為替および外国貿易管理法により規制され

ている戦略物資等輸出規制品に該当する可能性があります。 

本製品を日本国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合が

ありますので、予めご確認ください。 

 

■記載方法について■ 

◆本書では、語句の説明、本文記述の補足、および例外的な条件や特記事項等をお客様にお伝えした

い場合に、その文の先頭に“ ”マークを付けて記載しています。 

◆本書では、ＶＰ－Ａｘ１１０が動作可能なパーソナルコンピュータ：Ｗｉｎｄｏｗｓ－ＰＣを“パソコン”と省略して

記載します。 

◆本書では、ＶＰ－Ａｘ１１０のホストプロセッサ３２ビットＲＩＳＣタイプＣＰＵを“ＳＨ－４Ａ”と省略して記載しま

す。 



◆本書では、パソコンに接続する機器、およびＶＰ－Ａｘ１１０に接続する機器を“周辺機器”と省略して記

載します。 

◆特記事項がない限り、アドレスおよびデータは１６進数で記載します。また、数字の末尾に“Ｈ”がついて

いる場合は１６進数です。（例：０３００Ｈ） 

◆信号名の末尾に“＊”がついている場合は負論理の信号です。（例：ＦＬＡＳＨ＊） 

◆“危険”、“警告”および“注意”のシグナル・ワードは危険かつ重要な情報を強調してあります。シグナル・

ワードの定義は以下のようになります。 

 

● シグナル・ワードの定義 

 

        ： シンボルマーク 

 

： 取り扱いを誤った場合に人が死亡、または重傷を負う危険が切迫して生じ 

ることが想定される場合。ただし、本製品では該当するものはありません。 

 

： 取り扱いを誤った場合に人が死亡、または重傷を負う可能性が想定される 

場合。 

 

： 取り扱いを誤った場合に人が傷害を負う可能性が想定される場合、および 

物的損害のみの発生が想定される場合。 

 

● 語句の補足 

・重傷とは、失明、けが、やけど（高温、低温）、感電、骨折、中毒などで後遺症が残るもの、および 

治療に入院もしくは長期の通院を要するものを指します。 

・傷害とは、治療に入院もしくは長期の通院を必要としない、けが、やけど、感電などを指します。 

・物的損害とは、財産の破損、機器の損傷、および機器の損傷にかかわる拡大損害を指します。 
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 ！ 警告 
 
 
◆作業時は電源をＯＦＦにする 
以下の作業を行う際には、必ず本体および周辺機器の電源をＯＦＦにし、電源コンセントを抜い

てください。また、電子部品の静電破壊を防ぐため人体アースを取ってください。 
・組み込み、または取り外し等を行う場合。 
・設定変更、各種ケーブルの抜き差しを行う場合。 
・周辺機器の組み込み、または取り外しを行う場合。 

 

◆異常なときは使わない 
万一、発煙、発火、異臭、異音等の異常と思われる現象が現れた場合は直ちに使用を中止し、

本体電源を落としプラグをコンセントから抜いて下さい。異常状態でのご使用を続けますと火災、

感電等の事故の原因となります。なお、修理は当社営業窓口にご依頼ください。お客様による修

理は危険ですから絶対におやめください。 

 

◆水にぬらさない 
万一水などでぬれた場合は、火災、感電の原因となりますので、使用をやめ本体の電源機器を

ＯＦＦにし、プラグをコンセントから抜いたあと、当社営業窓口に修理をご依頼ください。 

 

◆結露した状態で使用しない 
装置が結露した場合は、そのまま使用せず本体の電源機器をＯＦＦにし、プラグをコンセントから

抜いてください。火災、感電の原因となります。 

 

◆指定以外の電源電圧で使わない 
この機器に接続する電源は必ず指定の電源条件で供給してください。指定外の電源を使用する

と、火災、感電の原因となります。 

 

◆発火や引火の危険性がある場所に設置しない 
ガスなどが充満した場所に設置すると、火災の原因となります。 
 

◆改造および調整しない 
この機器を改造および調整しないでください。また、部品交換を行わないでください。火災や  
故障の原因となることがあります。 

 

◆振動や衝撃の加わるところには置かない 
この機器に振動や衝撃が加わると、火災や動作不良、故障の原因となることがあります。 
 

◆温度、湿度の高いところに置かない 
この機器を使用する場合には、動作環境条件を満たすよう、必要に応じ取り付けるシステム内で

強制冷却を実施してください。また、湿度の高いところに設置しないでください。内部の温度、湿

度が上がり火災や動作不良、故障の原因となることがあります。 
この機器を保存する場合には、保存環境条件を満たし、直射日光を避けて保存してください。 
 



 

■製品サポートについて■ 

◆技術的なお問い合わせは、当社 HP <URL : http://www.kitasemi.renesas.com >の”画像認識システム

お問い合わせフォーム” よりご送信ください。 
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２．７ ＲＧＢカメラインタフェースコネクタ（オプション・カメラ拡張パネル）   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２３ 

   

◆第３章 正常に動作しないとき  

３．１ 動作不良内容と要因   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良１ ＶＰ－Ａｘ１１０にパソコンからアクセスできない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良２ ＶＧＡモニタに映像が正常表示されない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良３ カメラ映像が正常に取り込めない（電源供給：ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ）   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良４ カメラ映像が正常に取り込めない（電源供給：外部電源装置）   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良５ ストロボ信号出力ができない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良６ パラレルＩ／Ｏ入力ができない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良７ パラレルＩ／Ｏ出力ができない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 

 不良８ シリアル通信が正常動作しない   ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ２６ 
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 １．１ お客様準備品 

 

   ＶＰ－Ａｘ１１０をご使用になる場合には、必要に応じてパソコン、カメラ、モニタ等の周辺機器、および 

  接続用ケーブルをご準備ください。ＣＮ６、ＣＮ８、ＣＮ９、ＣＮ１０、ＣＮ１１は機能拡張用ですので、必要 

  に応じて接続する機器と接続用のケーブルをご準備ください。図１－１に接続機器を示します。 

   尚、詳細につきましては、第２章 ２．３ カメラインタフェース～２．６ シリアルインタフェースをご参照く 

  ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１ 接続機器 

［パソコン］ 

  ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ（×１）スロット搭載 

シリアル１インタフェース用コネクタ（ＣＮ９）

シリアル２インタフェース用コネクタ（ＣＮ８）

ＨＵＤＩ用コネクタ（ＣＮ１１）

デバッグ用コネクタ（ＣＮ１０）

カメラ電源供給用コネクタ（ＣＮ６）

Ｉ／Ｏパネル（オプション品）

［モニタケーブル］ 
［ＶＧＡモニタ］ 

［カメラ］ 
［カメラケーブル］ 

装置へ 
［Ｉ／Ｏケーブル］



 3

  （１）パソコンのシステム要件および制限事項 

    ＶＰ－Ａｘ１１０を搭載するパソコンは、以下のシステム要件を満たしている必要があります。システム 

要件を満たしていないパソコン環境では、ＶＰ－Ａｘ１１０は正常に動作することが出来ません。必ずパ 

ソコンのスペックをご確認の上、ご準備ください。 
 

 ①ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ ×1、またはそれ以上の拡張スロットを搭載していること。 

 ②パソコンの電源供給能力が、搭載するＶＰ－Ａｘ１１０とカメラの消費電力を満たしていること。 

ＶＰ－Ａｘ１１０のＤＣ電源仕様を表２－１に記載します。（第２章 ２．１ ハードウェア仕様 参照） 

 ③ＯＳはＷｉｎｄｏｗｓ ＸＰ ＳＰ２以降（３２ビット版）がインストールされていること。 

 ④ＶＰ－Ａｘ１１０ボードの他、ＶＰ－Ａｘ１１０ Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ用ドライバが必要です。 

 

 

     ・ＶＰ－Ａｘ１１０を搭載する拡張スロットのコネクタ開口部は、全長１０５ｍｍ程度必要です。パソコ 

ンの構造により、ＶＰ－Ａｘ１１０を搭載出来ない場合がありますので、あらかじめご確認ください。 

     ・動作温度を表２－１に記載する条件内とするため、ＶＰ－Ａｘ１１０を取り付けるパソコン内で必ず 

強制冷却を実施してください。省スペース型パソコン等では冷却性が不足するものがあります。 

     ・ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓパワーマネージメント機能には対応しておりません。 

     ・ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓホットプラグには対応しておりません。ＶＰ－Ａｘ１１０の取り付け、取り外しを行う 

際には、必ずパソコンおよび周辺機器の電源をＯＦＦにし電源コンセントを抜いてください。 

     ・パソコンの構成により、上記システム要件を満たしていても正常に動作しない場合があります。 

動作確認済みパソコン等の情報は、当社営業窓口にご相談ください。 

 

 

  （２）カメラとカメラケーブル 

    接続可能なカメラ、およびカメラケーブルは、別紙：カメラインタフェースガイドにて必ずご確認くださ  

   い。ご不明な点がございましたら、当社営業窓口にご相談ください。尚、カメラを接続する場合は、 

“カメラ接続の注意”（第２章 ２．３ カメラインタフェース （１）参照）を必ず守ってください。 

 

 

     ・カメラコネクタに同期信号が常時出力されるカメラは接続できません。カメラおよびＶＰ－Ａｘ１１０ 

      破壊の原因となります。 

     ・カメラの外部同期信号入力の終端はハイインピーダンスでご使用ください。７５ Ω では、ＶＰ－ 

Ａｘ１１０の消費電力がＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットから供給可能な電源容量を超える場合があり、カメ 

ラ台数などが制限されます。 

 

 

  （３）モニタ 

    接続するモニタは、表１－１に示すＶＰ－Ａｘ１１０映像出力仕様に適合する機種をご使用ください。 

表１－１ 映像出力仕様 

項目 仕様 

画像信号 アナログＲＧＢ ０．７Ｖ（p-p）／７５Ω 
同期信号 セパレートＨＤ／ＶＤ ＴＴＬレベル 負極性 
解像度 ＶＧＡ（６４０×４８０画素） 

コネクタ 高密度Ｄ－Ｓｕｂ１５ピン 

 ！ 注意 

 ！ 注意 
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 １．２ ＶＰ－Ａｘ１１０各部の名称 

 

   お客様により設定、接続等を行って頂く部分の名称を図１－２に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図中のＣＮ，ＳＷ，Ｆ，Ｊは、それぞれコネクタ，スイッチ，ヒューズ，ジャンパポストを表します。 

  また、ＣＨ１～ＣＨ４，ＭＯＮＩ，およびＩ／Ｏは、パネル上の表示です。 

      オプション品であるＩ／Ｏパネルは、コネクタ構成を予告なく変更する場合があります。 

 

図１－２ 各部の名称 

ＣＮ８（シリアル２インタフェース用）

ＣＮ９（シリアル１インタフェース用）

Ｆ１（ヒューズ：２Ａ）

ＣＨ４（カメラ４接続用）

ＣＨ３（カメラ３接続用）

ＭＯＮＩ（モニタ接続用）

Ｊ１（カメラ電源供給設定用）

ＣＮ６（カメラ電源供給用）

ＳＷ３（デバッグ用）

接栓部（ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロット用）

ＣＮ１２（Ｉ／Ｏパネル接続用）

ＳＷ４（ボードステータス設定用）

ＣＮ１０（デバッグ用）

ＣＨ２（カメラ２接続用）

ＣＨ１（カメラ１接続用）

ＣＮ１１（ＨＵＤＩ用）

ＳＷ２（ＨＵＤＩリセット用）

ＳＷ１（カメラインタフェース設定用）

ＰＩＯコネクタ 

Ｉ／Ｏパネル

Ｉ／Ｏ（パラレルＩ／Ｏインタフェース用）
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 １．３ ジャンパプラグ・スイッチ設定 

 

   ＶＰ－Ａｘ１１０のジャンパポストにジャンパプラグ、スイッチを設定することにより、カメラ電源供給設定 

  （Ｊ１）、カメラインタフェース設定（ＳＷ１）、およびボードステータス設定（ＳＷ４）を行います。ＳＷ４には 

  一部、カメラインタフェース設定の回路が含まれています。 

 

  （１）工場出荷時の設定 

    図１－３に工場出荷設定を示します。ＶＰ－Ａｘ１１０が正常動作しなくなりますので、ＳＷ３、および 

   ＳＷ４－７～ＳＷ４－０の設定を変更しないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－３ 工場出荷設定 
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ＳＷ３：設定変更禁止 
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ＳＷ４－７～ＳＷ４－０：設定変更禁止 
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  （２）カメラ電源供給設定（Ｊ１） 

    ＶＰ－Ａｘ１１０は、ＣＨ１～ＣＨ４に接続するカメラに対しＤＣ＋１２Ｖを供給することができます。工場 

   出荷時にはＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットから電源を供給する設定となっていますが、Ｊ１の設定により外部供 

   給を選択することができます。その際には、ＣＮ６にケーブル接続（第２章 ２．３ カメラインタフェース 

   参照）を行います。図１－４にカメラ電源供給設定の詳細を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４ カメラ電源供給設定の詳細 

 

 

 

     ・カメラへの供給可能電流は外部供給の場合、最大１Ａです。 

     ・ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットの＋１２Ｖレールは、ＶＰ－Ａｘ１１０内部回路で消費する電流を含めて、 

      許容電流が０．５Ａ（１０Ｗスロットの場合）です。パソコンのマニュアルで、ＤＣ＋１２Ｖ、および 

ＤＣ＋３．３Ｖの許容電流を必ずご確認ください。ＶＰ－Ａｘ１１０に接続するカメラ、および同一 

パソコン内で使用する拡張カードのの消費電流を合計した値は、必ずパソコンの許容電流内 

でご使用ください。 

 ！ 注意 

出荷時： 

接線側ピン オープン 

Ｊ
１
 

ＣＮ６ 

電源供給元  ：外部電源装置 
供給可能電流：１Ａ Ｍａｘ． 
（内部消費分を含まず） 

電源供給元  ：ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロット 
供給可能電流：０．５Ａ Ｍａｘ． 
（内部消費分を含む，１０Ｗスロットの場合） 

電源供給元：電源供給なし 
 

全オープン： Ｊ
１
 

：ジャンパポスト 

：ジャンパプラグ 

Ｊ
１
 

変更時： 

接線側ピン ショート 

Ｊ
１
 

ＣＮ６ 
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  （３）カメラインタフェース設定（ＳＷ１，ＳＷ４） 

    ＶＰ－Ａｘ１１０では、接続するカメラ毎（チャネル毎）に、そのインタフェースを最適に設定していただ 

   く必要があります。接続の前に、必ずカメラのマニュアル等でピン配置を確認してください。図１－５に 

   カメラインタフェース設定の概要を示します。 

    尚、設定の詳細は、第２章 ２．３ カメラインタフェースに記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－５ カメラインタフェース設定の概要 

 

 

 

     ・カメラの動作モードを設定する場合は、カメラをＶＰ－Ａｘ１１０から必ず取り外した状態で行なっ 

      てください。 

     ・設定方法については、カメラのマニュアル等で必ずご確認ください。 

 

ＳＷ１：トリガ出力設定用 
 各ＣＨへのトリガ信号出力を制御します。 
 
ＳＷ４：同期信号出力設定用（ＳＷ４－１，ＳＷ４－２） 
 ＣＨ１とＣＨ２、およびＣＨ３とＣＨ４への同期信号出力を制御します。 
 
※図は全て出荷時の設定 

 ！ 注意 
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  （４）ボードステータス設定（ＳＷ４） 

    ＶＰ－Ａｘ１１０は、同一パソコン内で複数枚使用することが可能です。但し、この場合には、ボードス 

   テータス設定（ＳＷ４）によって、各ボードのボード番号を異なる値に設定する必要が有ります。ボード 

   番号が同一である場合はボードを正常認識できません。図１－６にボードステータス設定の詳細を示 

   します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－６ ボードステータス設定（ＳＷ４）の詳細 

 

 

 

 

 

ボード番号 ＳＷ４－６ ＳＷ４－５ ＳＷ４－４ ＳＷ４－３

０ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

１ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ 

２ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ 

 

中省略 

 

１４ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

１５ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

ＳＷ４－６（ＭＳＢ）～ＳＷ４－３（ＬＳＢ）を使用してボード番号を設定（０～１５）します。 
各回路はＯＮ設定で”０”、ＯＦＦ設定で”１”となります。 
 
※図はボード番号を２とする例です。 
※ＳＷ４－７～ＳＷ４－０は、出荷設定のままご使用ください。 
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 １．４ 取り付け方法 

 

   ジャンパプラグ設定が終了したＶＰ－Ａｘ１１０をパソコンに組み込みます。オプション品であるＩ／Ｏパ 

  ネルを使用しない場合は、１０ページの“（２）ＶＰ－Ａｘ１１０の取り付け”から作業を行なってください。 

 

 

     ・取り付けを行う際には、必ずパソコンおよび周辺機器の電源をＯＦＦにし電源コンセントを抜いて 

      ください。 

     ・ＶＰ－Ａｘ１１０は、動作中の発熱により高温になっていることがありますので、取り付け、取り外し 

を行う際には注意してください。 

 

 

  （１）Ｉ／Ｏパネルの接続 

    Ｉ／ＯパネルのＰＩＯコネクタを、ＶＰ－Ａｘ１１０に接続します。図１－７にＩ／Ｏパネルの接続図を示し 

   ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       接続の際は必ずＩ／Ｏパネルとボードのシルク表示を確認してください。 

  Ｉ／Ｏパネルは、コネクタ構成を予告なく変更する場合があります。 

 

図１－７ Ｉ／Ｏパネルの接続図 

Ｉ／Ｏパネル 

ＰＩＯコネクタ

 ！ 警告 

Ｃ
Ｎ

１
２

 

ＶＰ－Ａｘ１１０



 10

  （２）ＶＰ－Ａｘ１１０の取り付け 

    パソコンのブランクパネルを外し、ＣＨ１～ＣＨ４、およびＭＯＮＩコネクタを開口部に通しながら接栓 

   部をＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットにしっかり差し込みます。同時に、必要なＩ／Ｏパネルを取り付けます。 

   図１－８にＶＰ－Ａｘ１１０の取り付け図を示します。 

 

 

     ・取り付けを行う際には、必ずパソコンおよび周辺機器の電源をＯＦＦにし電源コンセントを抜いて 

      ください。また、止めネジによりＶＰ－Ａｘ１１０、およびＩ／Ｏパネルを固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図はパソコン内部からの視点で表しています。 

 
図１－８ ＶＰ－Ａｘ１１０の取り付け図 

 
  （３）ケーブル接続 

    （ａ）ＣＨ１～ＣＨ４コネクタとカメラを、カメラケーブルにより接続します。接続前に必ず、第２章 ２．３  

      カメラインタフェースをご参照ください。 

    （ｂ）ＭＯＮＩコネクタとＶＧＡモニタをディスプレイケーブルにより接続します。 

 

 

     ・カメラケーブルをＣＨ１～ＣＨ４に接続する際、ロック機構が働き確実に接続された（“カチッ”と 

      音がします）ことを確認してください。 

 ！ 注意 

 ！ 警告 

開口部

ブランクパネル 

ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロット

止めネジ 

パソコン 

パソコン 

接栓部

Ｉ／Ｏパネル 
ＶＰ－Ａｘ１１０ 
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  （４）ＲＧＢパネルの接続 

    オプションのＲＧＢパネルは、ＲＧＢカメラを接続する際、VP-Ax110 の標準パネルと交換して使用 

します。図１－９にＲＧＢパネルの接続図を示します。 

 

 

 

     ・取り外した標準パネルは FPC が破損する場合があるため、再利用しないでください。 

 

 

   【ＲＧＢパネルの接続手順】 

  ・標準パネルの基板側コネクタを VP-Ax110 から引き抜いてください。 

  ・パネル固定ねじとＶＧＡコネクタのロック金具を取り外し、標準パネルを取り外してください。 

  ・ＲＧＢパネルの角型コネクタを、以下の図に従い VP-Ax110 に接続してください。 

  ・ＲＧＢパネルを、パネル固定ねじとＶＧＡコネクタのロック金具で固定してください。 

図１－９ ＲＧＢパネルの接続図 
 

ＲＧＢパネル 

赤/黒ケーブルのコネクタ 

緑/黒ケーブルのコネクタ 

青/黒ケーブルのコネクタ 

C
H

3
の

位
置

 

C
H

2
の

位
置

 

C
H

1
の

位
置

 

POW コネクタ 

C
H

4
の

位
置

 

ＶＰ－Ａｘ１１０

 ！ 警告 
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第２章．ＶＰ－Ａｘ１１０仕様 
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 ２．１ ハードウェア仕様 

 

  表２－１にＶＰ－Ａｘ１１０のハードウェア仕様を示します。 

 

表２－１ ハードウェア仕様 
項目 ＶＰ－Ａｘ１１０仕様 備考 

プロセッサ ホスト ＳＨ－４Ａ(６００ＭＨｚ)  

 画像認識 専用画像処理エンジン  

メモリ プログラム／画像 １２８Ｍバイト  

 フラッシュ ８Ｍバイト ※メモリプロテクト機能搭載 イニシャライズ用 

ビデオ入力 映像信号 ＮＴＳＣ標準／非標準モノクロ 

ＲＧＢカラー（モノクロ入力Ａ／Ｄを３ＣＨ使用） 

 

 チャネル数 標準４ＣＨ ＲＧＢは１ＣＨ 

 入力インピーダンス ７５Ω  

 アスペクトレシオ １：１  

 分解能 １２ｂｉｔ（４０９６階調） 

※画像処理用には８ビットにＬＵＴ変換 

 

 ビデオクロック 最大５４ＭＨｚ  

 カメラ電源供給 ＤＣ＋１２Ｖ  

  許容電流：最大１．０Ａ（外部電源の場合）  

ビデオ出力 映像信号 アナログＲＧＢ  

 チャネル数 １ＣＨ  

 出力インピーダンス ７５Ω  

 分解能 ディジタル分解能ＲＧＢ：６･６･６  

 表示サイズ ＶＧＡ（６４０×４８０画素）  

 オーバレイ ８面  

ストロボ出力 チャネル数 絶縁出力：２点  

 耐圧 最大＋４０Ｖ  

 最大許容損失 ６０ｍＷ／１ｃｈ  

パラレルＩ／Ｏ 入力 チャネル数 絶縁入力：８点  

  電圧 ＤＣ＋１２～＋２４Ｖ  

  電流 ＤＣ＋１２Ｖ：最大６ｍＡ／１ｃｈ 

ＤＣ＋２４Ｖ：最大１２ｍＡ／１ｃｈ 

 

  割り込み機能 入力８チャネル（但し割込みレベルは８チャネル共通）  

 出力 チャネル数 絶縁出力：８点  

  耐圧 最大＋５０Ｖ  

  最大許容損失 ２５０ｍＷ／１ｃｈ  

システムＩ／Ｆ Ｉ／Ｆ規格 ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ ×１ Ｒｅｖ１．０ａ準拠  

 ＩＲＱ １  

 占有領域 Ｉ／Ｏ空間：連続する２５６バイト領域 

メモリ空間：連続する２５６バイト領域を２領域、 

更に、連続する８，１９２バイトの別領域 

 

 外形 ハーフサイズ（１６７．６５×１１１．１５）  

ＤＣ電源 内部回路用 ＤＣ＋３．３Ｖ±５％  

  消費電流：最大３．０Ａ  

  ＤＣ＋１２Ｖ±５％  

  消費電流：最大０．４Ａ  

  ※カメラの外部同期信号入力の終端をハイインピーダンスにした場合。 

※カメラの外部同期信号入力の終端を７５Ωにした場合は最大０．６Ａ程 

度になります。ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ １０Ｗスロットで動作させる場合はカメラ 

台数が制限されます。 

 

 カメラ電源供給用 ＤＣ＋１２Ｖ（許容電流：最大０．１Ａ） 

※ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ １０Ｗスロットの場合、内部回路用と合計で最大０．５Ａ 

までの供給のため。 

供給元：ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ

  ＤＣ＋１２Ｖ（許容電流：１．０Ａ） 

※この場合でも内部回路用の供給元はＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットです。 

供給元：外部電源 

環境条件 動作 温度：＋１０℃～＋４０℃  

  湿度：３０％ＲＨ～８０％ＲＨ（非結露） ※ただし腐食性ガスのないこと。  

 保存 温度：－２０℃～＋６０℃  

  湿度：３０％ＲＨ～８０％ＲＨ（非結露） ※ただし腐食性ガスのないこと。  

 ※動作温度を条件内とするため、ＶＰ－Ａｘ１１０を取り付けるパソコン、およびシステム内で必ず強制冷却 

 を実施してください。 
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 ２．２ ブロック図 

 

  図２－１にＶＰ－Ａｘ１１０のブロック図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１ ブロック図 
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 ２．３ カメラインタフェース 

 

  カメラとのインタフェースは、ＣＨ１～ＣＨ４（１２ピンミニＤＩＮコネクタ）で行います。 外部同期信号出力、 

 カメラ電源供給（＋１２Ｖ）もこのコネクタから行います。ただし、カメラ電源をＪ１により外部供給に設定した 

 場合には、ＣＮ６にケーブル接続が必要です。 

 

  （１）カメラ接続の注意 

    各社カメラは、同じ１２ピンミニＤＩＮコネクタを使用したインタフェースであっても、また同じメーカであ 

   っても、そのカメラの機能によってピン配置が異なる場合があります。ＶＰ－Ａｘ１１０をご使用前に、必 

   ずスイッチによりカメラインタフェース設定を行なってください。 

 

 

 

カメラ、およびＶＰ－Ａｘ１１０破壊の可能性あり 

 

     ・接続するカメラの電源ピン（＋１２Ｖ）の配置にご注意ください。 

      （例）：電源ピンが２ピンおよび１１ピンに配置されているカメラがあります。 

      ＶＰ－Ａｘ１１０の工場出荷設定は、１１ピンにＴＲＩＧＧＥＲ信号を出力する設定となっており、カ 

      メラ電源と接続されてしまいます。接続した場合、カメラ、およびＶＰ－Ａｘ１１０を破壊する可能 

      性がありますので、必ず各チャネルに対応したＳＷの回路をＯＦＦにしてください。その他にも、 

      カメラの出力とＶＰ－Ａｘ１１０の出力が衝突しないようにご注意ください。 

 

 

 

    （ａ）ＣＨ１～ＣＨ４に接続される信号 

      図２－２に工場出荷設定時のＣＨ１～ＣＨ４ピン配置を示します。 

 

 

 

 

 

 

 
      ④ＶＩＤＥＯ ＩＮ ：入力  ⑦ＶＤ ＯＵＴ ：出力 

      ⑥ＨＤ ＯＵＴ ：出力  ⑨ＴＲＩＧＧＥＲ１：出力 

          ⑩ＶＩ  ：入力 

          ⑪ＴＲＩＧＧＥＲ２：出力 

 

 

 

図２－２ ＣＨ１～ＣＨ４のピン配置 

  

ピンＮＯ． 信号名 ピンＮＯ． 信号名 

①  ＧＮＤ ⑦ ＶＤ ＯＵＴ 

② ＋１２Ｖ ⑧ ＶＤ ＧＮＤ 

③ ＶＩＤＥＯ ＧＮＤ ⑨ ＴＲＩＧＧＥＲ１ 

④ ＶＩＤＥＯ ＩＮ ⑩ ＶＩ 

⑤ ＨＤ ＧＮＤ ⑪ ＴＲＩＧＧＥＲ２ 

⑥ ＨＤ ＯＵＴ ⑫ ＧＮＤ 

 ！ 注意 

Ｃ
Ｈ

ｎ
 

12

11
10

9

87
6

5

4
3 2

1

 
フロントパネル表面視 

 ＣＨ１～ＣＨ４は、ＨＲ１０Ｇ－１０Ｒ－１２ＳＢ（７１）（ヒロセ電機）相当品を使用しています 
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    （ｂ）カメラインタフェース設定の詳細 

      ＶＰ－Ａｘ１１０はＳＷ１，ＳＷ４の設定によって、ＣＨ１～ＣＨ４のピン配置、および入出力を変更す 

     ることが可能です。図２－３に、設定の詳細を示します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－３ カメラインタフェース設定の詳細 

ピンＮＯ． 信号名 ピンＮＯ． 信号名 

①  ＧＮＤ ⑦ 設定可能 

② ＋１２Ｖ ⑧ ＶＤ ＧＮＤ 

③ ＶＩＤＥＯ ＧＮＤ ⑨ 設定可能 

④ ＶＩＤＥＯ ＩＮ ⑩ ＶＩ 

⑤ ＨＤ ＧＮＤ ⑪ 設定可能 

⑥ 設定可能 ⑫ ＧＮＤ 

SW1 

1 O 
N 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

回路番号 ON OFF 

SW1-1 CH1-⑪に TRIGGER を出力する CH1-⑪を内部回路と接続しない 

SW1-2 CH2-⑪に TRIGGER を出力する CH2-⑪を内部回路と接続しない 

SW1-3 CH3-⑪に TRIGGER を出力する CH3-⑪を内部回路と接続しない 

SW1-4 CH4-⑪に TRIGGER を出力する CH4-⑪を内部回路と接続しない 

SW1-5 CH1-⑨に TRIGGER を出力する CH1-⑨を内部回路と接続しない 

SW1-6 CH2-⑨に TRIGGER を出力する CH2-⑨を内部回路と接続しない 

SW1-7 CH3-⑨に TRIGGER を出力する CH3-⑨を内部回路と接続しない 

SW1-8 CH4-⑨に TRIGGER を出力する CH4-⑨を内部回路と接続しない 

SW4 

回路番号 ON OFF 

SW4-1 CH1-⑥に HD を出力する 

CH1-⑦に VD を出力する 

CH2-⑥に HD を出力する 

CH2-⑦に VD を出力する 

CH1-⑥から HD を出力しない 

CH1-⑦から VD を出力しない 

CH2-⑥から HD を出力しない 

CH2-⑦から VD を出力しない 

SW4-2 CH3-⑥に HD を出力する 

CH3-⑦に VD を出力する 

CH4-⑥に HD を出力する 

CH4-⑦に VD を出力する 

CH3-⑥から HD を出力しない 

CH3-⑦から VD を出力しない 

CH4-⑥から HD を出力しない 

CH4-⑦から VD を出力しない 

SW4-[3:6] ボードステータス設定用 

SW4-[7:0] 工場出荷設定でご使用ください 

1 O 
N 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

0 

Ｃ
Ｈ

ｎ
 

 
フロントパネル表面視 
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  （２）カメラ外部同期信号 

    カメラを外部同期で動作させる場合、ＶＰ－Ａｘ１１０から各カメラに同期信号を出力することができま 

   す。図２－４にカメラ外部同期信号出力回路を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－４ カメラ外部同期信号出力回路 

 

 

 

     ・カメラの外部同期信号入力の終端はハイインピーダンスでご使用ください。７５ Ω では、ＶＰ－ 

Ａｘ１１０の消費電力がＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットから供給可能な電源容量を超える場合があり、カメ 

ラ台数などが制限されます。 

 

 

  （３）カメラ電源外部供給 

    カメラ電源を外部から供給する場合、ケーブル接続によりＣＮ６から供給します。図２－５にＣＮ６の 

   ピン配置を示します。 
 

 

 

 

 

 
図２－５ ＣＮ６のピン配置 

 

 

 

     ・ケーブル側のコネクタ、圧着端子、および線材は、当社奨励品を参考に適切なものをご使用く 

      ださい。また、カメラを破壊する可能性がありますので、誤配線に注意してください。 

 

      当社奨励品 

       ・コネクタ ：ＤＦ３－３Ｓ－２Ｃ（ヒロセ電機） 

       ・圧着端子 ：ＤＦ３－２４２８ＳＣ（ヒロセ電機） 

       ・線材  ：ＡＷＧ＃２４／ＵＬ１００７ 

ピンＮＯ． 信号名 

１ ＋１２Ｖ 
２ － 
３ ＧＮＤ 

 ！ 注意 

 ＣＮ６は、ＤＦ３Ａ－３Ｐ－ＤＳＡ（ヒロセ電機）を使用しています 

３
 

Ｃ
Ｎ

６
 

１
 

ボード上面視 

1 

2 

3 

 出力バッファは、ＳＮ７４ＢＣＴ２５２４４（ＴＩ）相当品を使用しています 

 SW4-1 制

 VS1 

 HS1 

VD (CH1)

VD (CH2)

HD (CH1)

HD (CH2)

SW4-2 制

VS2

HS2

VD (CH3)

VD (CH4)

HD (CH3)

HD (CH4)

 ！ 注意 
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 ２．４ ストロボ出力インタフェース 

 
   ストロボ出力インタフェースは、オプションのＩ／Ｏパネルが必要です。表２－２に、ストロボ出力インタ 

  フェース仕様を示します。また、図２－６に、Ｉ／Ｏパネルのピン配置を示します。 

 

表２－２ ストロボ出力インタフェース仕様 

分類 項目 仕様 

出力 出力チャネル数 絶縁出力：２点 

 出力耐圧 最大＋４０Ｖ 

 最大許容損失 ６０ｍＷ／１ｃｈ 

コネクタ ２５ピン Ｄｓｕｂ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－６ Ｉ／Ｏパネルのピン配置 

 

 

 
     ・ケーブル側のコネクタ、および線材は、当社奨励品を参考に適切なものをご使用ください。また、 

      誤配線に注意してください。 

 

      当社奨励品［半田付けタイプの例］ 

       ・コネクタ ：ＨＤＢＢ－２５Ｐ（ヒロセ電機） 

       ・線材  ：ＡＷＧ＃２４／ＵＬ１００７ 

 

13 1

1425

 

Ｉ／Ｏパネル表面視 

Ｉ
／

Ｏ
 

ピンＮＯ． 信号名 ピンＮＯ． 信号名 

１  ＶＩ（＋） １４ ＶＯ（＋） 

２ ＤＩ７ １５ ＤＩ６ 

３ ＤＩ５ １６ ＤＩ４ 

４ ＤＩ３ １７ ＤＩ２ 

５ ＤＩ１ １８ ＤＩ０ 

６ ＤＯ７ １９ ＤＯ６ 

７ ＤＯ５ ２０ ＤＯ４ 

８ ＤＯ３ ２１ ＤＯ２ 

９ ＤＯ１ ２２ ＤＯ０ 

１０ ＧＯ（－） ２３ － 

１１ ＳＴＲＯＢＯ１ ２４ ＳＴＲＯＢＯ１ ＣＯＭ

１２ ＳＴＲＯＢＯ０ ２５ ＳＴＲＯＢＯ２ ＣＯＭ

１３ － － － 

  Ｉ／Ｏは、ＦＤＢ－２５Ｓ（ヒロセ電機）相当品を使用しています 
   ロック金具は、Ｍ２．６のメネジです 

 ！ 注意 



 19

  （１）ストロボ出力回路 

    図２－７にストロボ出力回路図を示します。また、図２－８には内部論理（ストロボ出力）のタイミングチ 

   ャートを示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－７ ストロボ出力回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－８ 内部論理（ストロボ出力）タイミングチャート 
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5μsec（Typ.） 
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STRBn 

LED 等 
4.7KΩ 
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 ２．５ パラレルＩ／Ｏインタフェース 

 

   パラレルＩ／Ｏインタフェースは、オプションのＩ／Ｏパネルが必要です。表２－３に、パラレルＩ／Ｏイン 

  タフェース仕様を示します。また、図２－６に、Ｉ／Ｏパネルのピン配置を示します。 

 

表２－３ パラレルＩ／Ｏインタフェース仕様 

分類 項目 仕様 

入力 入力チャネル数 絶縁入力：８点 

 入力電圧 ＤＣ＋１２～＋２４Ｖ 

 入力電流 ＤＣ＋１２Ｖ：最大６ｍＡ／１ｃｈ 

ＤＣ＋２４Ｖ：最大１２ｍＡ／１ｃｈ 

 割り込み機能 入力８チャネル（但し割込みレベルは８チャネル共通） 

出力 出力チャネル数 絶縁出力：８点 

 出力耐圧 最大＋５０Ｖ 

 最大許容損失 ２５０ｍＷ／１ｃｈ 

コネクタ ２５ピン Ｄｓｕｂ  

 

 

  （１）入力部 

    図２－９に、入力回路図を示します。また、図２－１０には、内部論理（入力）のタイミングチャートを示 

   します。尚、入力信号（ＤＩｎ）には、リレー接点・スイッチ・オープンコレクタ等のように、電源のＧＮＤ 

   に、確実に接続できるものを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－９ 入力回路図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１０ 内部論理（入力）タイミングチャート 

DIn 

4μsec（Typ.） 

内部論理 

45μsec（Typ.） 

ＶＰ－Ａｘ１１０ 

+V（12～24V） 

-V（GND） 

外部電源 

+3.3V 

1KΩ 
1KΩ 

2.2KΩ 

1SS355 

LVC14 

INn VI（+） 

220PF 
DIn 

接点等 PS2801 相当品
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  （２）出力部 

    図２－１１に出力回路図を示します。また、図２－１２には内部論理（出力）のタイミングチャートを示し 

   ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２－１１ 出力回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１２ 内部論理（出力）タイミングチャート 

 

内部論理 

2μsec（Typ.） 

DOn 

111μsec（Typ.） 

+3.3V 

3.9KΩ 

2KΩ 

+V（12～24V） 

-V（GND） 

外部電源 

ＶＰ－Ａｘ１１０ 

VO（+） 

DOn 

GO（-） 

OUTn 
2SC4409 相当品

PS2801 相当品

220Ω 

LED 等

4.7KΩ 
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 ２．６ シリアルインタフェース 

 

   ＶＰ－Ａｘ１１０は、シリアルインタフェース（ＲＳ－２３２Ｃ準拠）を２ＣＨサポートしており、パソコンもしく 

  は外部コンソール等とインタフェースが可能です。シリアルインタフェースはＣＮ８、およびＣＮ９により行 

  います。表２－４にシリアルインタフェース仕様の基本設定を示します。また、図２－１３にＣＮ８、および 

  ＣＮ９のピン配置を示します。 

 

表２－４ シリアルインタフェース仕様（基本設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２－１３ ＣＮ８，ＣＮ９のピン配置 

 

 

 

 

     ・ケーブル側のコネクタ、圧着端子、および線材は、当社奨励品を参考に適切なものをご使用く 

      ださい。また、誤配線に注意してください。 

 

      当社奨励品 

       ・コネクタ ：ＤＦ１３－４Ｓ－１．２５Ｃ（ヒロセ電機） 

       ・圧着端子 ：ＤＦ１３－２６３０ＳＣＦ（ヒロセ電機） 

       ・線材  ：ＡＷＧ＃２８／ＵＬ１００７ 
 

 
 

項目 仕様

同期方式 調歩同期式 
転送速度 ９，６００ｂｐｓ 
ビット構成 スタートビット １ビット 

 ストップビット １ビット 

 パリティ 無し 

 データ長 ８ビット 

ピンＮＯ． 信号名 

１ ＲＸＤ（入力） 
２ ＧＮＤ 
３ ＴＸＤ（出力） 

４ ＧＮＤ 

 ！ 注意 

 ＣＮ８、およびＣＮ９は、ＤＦ１３－４Ｐ－１．２５ＤＳＡ（ヒロセ電機）を使用しています 

ボード上面視 

4 

Ｃ
Ｎ

８
 

Ｃ
Ｎ

９
 

1 

1 2 3 4 
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 ２．７ ＲＧＢカメラインタフェースコネクタ（オプション・カメラ拡張パネル） 

 

   ＲＧＢカメラの接続には、オプションのカメラ拡張パネルが必要です。標準のフロントパネルと交換する 

ことによりＲＧＢカメラを１台接続することができます。ＲＧＢ映像信号の入力をＲＧＢコネクタ（Ｄ－Ｓｕｂ９ピ 

ン）から行い、外部同期信号出力、カメラ電源供給（＋１２Ｖ）をＰＯＷコネクタ（１２ピン）から行います。 

ただし、カメラ電源をＪ１により外部供給に設定した場合には、ＣＮ６にケーブル接続が必要です。 

 

  （１）カメラ接続の注意 

    各社カメラは、同じＤ－Ｓｕｂ９ピンコネクタ、１２ピンコネクタを使用していても、そのカメラの機能によ 

   ってピン配置が異なる場合があります。ＶＰ－Ａｘ１１０をご使用前に、必ずカメラインタフェース設定を 

   行なってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）ＲＧＢコネクタに接続される信号 

    図２－１４にＲＧＢコネクタ（Ｄ－Ｓｕｂ９ピン）のピン配置を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１４ ＲＧＢコネクタのピン配置 

ピンＮｏ． 信号名 ピンＮｏ． 信号名 

①  - ⑥ - 

② ＧＮＤ ⑦ - 

③ Ｒ ⑧ ＧＮＤ 

④ Ｇ ⑨ ＧＮＤ 

⑤ Ｂ - - 

 

 

 

・接続するカメラの電源ピン（＋１２Ｖ）の配置にご注意ください。 

 Ｄ－Ｓｕｂ９ピンコネクタ、１２ピンコネクタとも、カメラ電源がＶＰ－Ａｘ１１０の信号線と接続されない

 ことをあらかじめご確認ください。接続した場合、カメラ、およびＶＰ－Ａｘ１１０を破壊する可能性 

 がありますので、必ず対応したＳＷの回路をＯＦＦにしてください。その他にも、カメラの出力とＶＰ

 －Ａｘ１１０の出力が衝突しないようにご注意ください。 

 ！ 注意 

カメラ、およびＶＰ－Ａｘ１１０破壊の可能性あり 

Ｒ
Ｇ

Ｂ
 

※ＲＧＢコネクタは、ＤＥＵ－９ＳＦ－Ｆ０Ｒ（日本航空電子）相当品を使用しています。 

フロントパネル表面視 
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  （３）ＰＯＷコネクタに接続される信号 

    図２－１５にＰＯＷコネクタ（１２ピン）のピン配置を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－１５ ＰＯＷコネクタのピン配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンＮｏ． 信号名 ピンＮｏ． 信号名 

①  ＧＮＤ ⑦ ＶＤ ＯＵＴ 

② ＋１２Ｖ ⑧ ＶＤ ＧＮＤ 

③ ＶＩＤＥＯ ＧＮＤ ⑨ ＴＲＩＧＧＥＲ１ 

④ ＶＩＤＥＯ ＩＮ ⑩ ＶＩ 

⑤ ＨＤ ＧＮＤ ⑪ ＴＲＩＧＧＥＲ２ 

⑥ ＨＤ ＯＵＴ ⑫ ＧＮＤ 

※ＰＯＷコネクタは、ＨＲ１０Ｇ－１０Ｒ－１２ＳＢ（７１）（ヒロセ電機）相当品を使用しています。 

Ｃ
Ｈ

ｎ
 

 
フロントパネル表面視 
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第３章．正常に動作しないとき 
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 ３．１ 動作不良内容と要因 
 

   正常に動作しない場合、ＶＰ－Ａｘ１１０がＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットに正しく挿入されていることをご確認く 

  ださい。またインタフェースケーブル類が正しく接続されているか、断線あるいは誤配線が無いかをご確 

  認ください。表３－１の不良内容別に要因をご確認ください。 

   尚、下記要因に該当しない場合は、お手数ですが当社営業窓口までご連絡ください。 

 

表３－１ 不良内容と要因 

不良内容 要因 
不良１  
ＶＰ－Ａｘ１１０にパソコンからアク

セスできない 

１．ＶＰ－Ａｘ１１０を複数枚使用している場合で、ＳＷ４によるボード番号設定の変更 

  を行なっていない 

２．以下のスイッチ回路の何れかがＯＦＦ設定になっている 

  ［ＳＷ４－７，ＳＷ４－８］ 

３．ＶＰ－Ａｘ１１０の接栓部が汚れている 
不良２  

ＶＧＡモニタに映像が正常表示

されない 

１．モニタのブライト調整等、各種調整が合っていない 

２．モニタケーブルの特性インピーダンスが合っていない 

３．モニタの終端抵抗の設定が間違っている 

 不良３、不良４の要因もご確認ください 

不良３  

カメラ映像が正常に取り込めな

い（電源供給：ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓ） 

１．カメラの絞り、ピント調整が合っていない 

２．Ｊ１によるカメラ電源供給設定が間違っている 

３．ＳＷ１，ＳＷ４によるカメラインタフェース設定が間違っている 

４．カメラの仕様が適合していない 

５．カメラの動作モードが合っていない 

６．ＰＣＩ Ｅｘｐｒｅｓｓスロットが供給可能な＋１２Ｖ電源の許容電流をオーバーしている 

不良４  

カメラ映像が正常に取り込めな

い（電源供給：外部電源装置） 

１．外部電源装置から正常に電源が供給されていない 

２．カメラの絞り、ピント調整が合っていない 

３．Ｊ１によるカメラ電源供給設定が間違っている 

４．ＳＷ１，ＳＷ４によるカメラインタフェース設定が間違っている 

５．カメラの仕様が適合していない 

６．カメラの動作モードが合っていない 

７．外部電源装置が供給可能な＋１２Ｖ電源の許容電流をオーバーしている 

不良５  

ストロボ信号出力ができない 

 

１．ストロボとＶＰ－Ａｘ１１０のストロボ出力回路仕様が適合していない 

不良６  

パラレルＩ／Ｏ入力ができない 

 

１．出力回路とＶＰ－Ａｘ１１０の入力回路仕様が適合していない 

不良７  

パラレルＩ／Ｏ出力ができない 

 

１．入力回路とＶＰ－Ａｘ１１０の出力回路仕様が適合していない 

不良８  

シリアル通信が正常動作しない 

 

１．通信先のシリアルインタフェース仕様と、ＶＰ－Ａｘ１１０のシリアルインタフェースの

  仕様が適合していない 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
インテリジェント高速画像認識ボード ＶＰ－Ａｘ１１０ 

ハードウェアマニュアル 
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